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三次元海洋・津波・粒子追跡結合シミュレーションに基づいた巨大津波に

よる底泥巻き上げと重金属輸送の推定

Transportation of sediment and heavy metal resuspended by a giant

tsunami based on three dimensional, tsunami, ocean, and particle

tracking coupled simulations
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　南海トラフ巨大地震はマグニチュード8～9程度で，将来30年以内に70%の確率で発生するとされてお

り、巨大津波が発生し海洋環境も甚大な被害を受ける可能性が高い。例えば、津波によって海底では底質の巻

き上げが発生し、底質中の重金属等の有害物質や赤潮の原因となる植物プランクトンのシストが海水中に放出

される可能性がある。特に、大都市に面した沿岸海域、例えば大阪湾奥部においては、底質中にシストや重金

属が高濃度で存在しており，津波によってこれらも巻き上がると、水環境が富栄養化・重金属汚染される可能

性も考えられる。そこで本研究では，内閣府が新想定(平成24年)した南海トラフ津波断層モデルに基づいて三

次元津波・海洋結合シミュレーションを実施し、底泥重金属の代表としての亜鉛がどのようにして巻き上げら

れ、移流・拡散されるのかを粒子追跡シミュレーションに基づいて調べた。巻き上げの指標となる無次元せん

断応力を計算し、海域周辺において津波後に海水中の亜鉛濃度がどの程度高くなるのかを推定した。粒子シ

ミュレーションから次の結果が得られた。大阪湾の東湾では巻き上げが発生し、湾奥ではそれが顕著となる

“ホットスポット”が形成され、そこから海洋中に放出された底泥・重金属(亜鉛)は、主に河口循環によって

一旦海洋上層へと鉛直的に運ばれた後、沖向きへと輸送される。亜鉛を含んだ海水は、潮流や風によって湾内

に広範囲に広がっていき輸送される。亜鉛が粒子に吸着せず再堆積しない場合は、亜鉛は紀淡海峡および紀伊

水道を通過して、次第に南向きに輸送されると考えられる。その結果、津波襲来後のホットスポットは、海底

泥内の高い亜鉛濃度が低下し、底質環境および生態系は改善される可能性が示唆された。
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